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ガレージカンパニーからの創業
　私は園部の曽我谷の出身です。園部中学を出てから堀場
製作所に勤務しまして、21年間、研磨というハンドラップ

（手仕事）の仕事をずっと手掛けてきました。36歳になった
時「職人で生涯を終えたくない」という気持ちから独立しま
した。滋賀県にあった自宅にハウスを建てて、私が研磨の
手仕事をして、家内は経理を担当するという正にガレージ
カンパニーからのスタートでした。そんな小さな規模から
会社を始めた訳ですが、途中何度かあったチャンスを確実
に掴むことができたので、会社を大きくできたという気が
しています。京都工場の建設は、亡き兄が生まれ故郷であ
る園部に、伝統と先端企業の融合を目指した「京都新光悦
村」ができることを教えてくれたことがきっかけです。我々
の技術を園部の地に生かしたいとの思いから工場建設に着
手し、平成21年６月に稼働したところです。この工場は大
型の加工装置を備え、大型機械部品加工に対応できるよう
にしています。

一歩先を見て、人と人とのふれあいを大切に
　我々の会社の社訓は「常に自分と時代の一歩先を見つめ
る」です。人は十歩も二十歩も先を見つめると、諦めてしま
います。要するに一歩を見つめて、一歩ずつ上がっていこ
うとするものです。ですから一度きりのチャンスは必ず生
かさなければならないと思っています。この京都工場の照
明はすべてLEDを使用しています。建物の内外だけではな
く非常灯の小さな明かりに至るまで、すべてにLEDを使っ
たモデル工場にしようと先取りをしました。これからの照
明の主流は、エネルギー変換効率の向上したLEDになると
みんな思っています。でもなかなか導入できていませんよ
ね。それは先を見過ぎているせいだと思います。我々は一
歩先を見て導入を決断しました。少し待てば価格も下がる
でしょうが、それでは先取りにもならなければニュース性
も無くなります。
　社名の「クリスタル光学」は「心をクリスタルに、透明にす
ることによって相手も透明になってくれるという気持ちを
大切にしたい」という願いから付けました。クリアな気持ち
でお客さんに接触すれば、自ずと情報も入ってきます。

「最終の仕事」から見た高品質のものづくり
　磨くという仕事には、すべてに前工程があります。この
種の仕事は外注に出されることが多く、その最終仕上げが
我々の分担です。ですから以前は前工程の加工屋さんに品
物を取りに行ったり、お願いしに行ったり、その他すべて
のことを我々がしなければなりません。すると工程管理の
すべてが前工程の事情に影響されてしまいます。前工程の
仕事が混んでいたりすると納期も遅れ、お客さんに迷惑を
掛けてしまうのです。ですから一次加工から二次加工、仕
上げまで全部社内でやろうと一貫加工体制を整えるように
なりました。そして客観的な裏付けのある測定結果を付け
て出荷しています。そのために世界で一流といわれている
測定器を導入しています。生産加工のための機械は稼働さ
せればお金を産みますが、測定器はお金を産みません。で
すからたいていの中小企業は、生産機械に投資しても測定
器への投資はわずかです。しかし我々は製品の信用のため
に測定器への設備投資を惜しみません。次に重要なのは建
物です。建物は製品の精度に大きく影響します。温度調整
ができていない部屋で加工すると加工精度が変わります。
加工した後に時間を置いてから測定しなければならないと
いうのでは大きなロスです。安定した温度で加工し、安定
した温度で測定すればロスもなく、信用性も高いものにな
ります。また地盤の土台も重要です。機械が設置されてい
る土台が不安定だったら精度に影響が出ます。土台をしっ
かりしておくことが加工の基本です。

徹底した測定器への設備投資
　素材にはすべて癖があります。加工で重要なことはその
癖をつかむことです。いくら最高に磨いてもその癖を理解
していないと精度は保てません。元々私がやっていた仕事
というのは赤外紫外用光学結晶（塩の単結晶等）の研磨でし

　今回は、仕上げの研磨技術を中核に加工、研削、研磨、測定
の一貫加工体制を整え、業界最高レベルの受託加工を行って
いる株式会社クリスタル光学の桐野茂氏にお話を伺いました。
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た。光学結晶は空気中の水分で液化してしまうようなデリ
ケートな素材も多く、手の温度で溶けたり曇ったりもして
しまいます。そんな材質、素材の加工を習熟できていまし
たので研磨技術の蓄積ができました。金属はすべて伸び縮
みします。材料を切り出したら、切り出したとき既に内部歪
が入っています。それを温度を上げて歪をゼロにします。
我々が加工したらまた加工歪ができます。それをまた温度
を上げて歪を取って磨きに入ると、温度変化で伸び縮みす
るわけです。その伸び縮みをコントロールできるよう工程
管理しています。現在我々には４メートルぐらいの長さの
製品でも誤差２ミクロン程度までの精度が求められていま
す。そのようなものはほとんど歪をゼロにしないとできま
せん。指で押さえた体温だけでも何ミクロンか変化します
から。これを解決するには技術の蓄積しかありません。
　その蓄積をみんなに覚えてもらえるように、仕事をマ
ニュアル化し、徹底した測定器への設備投資を続けていま
す。測定器を使えば品質の状態が定量的に理解できます。
後は品質を良くするようにしていけば良いのです。一流の
測定器を持っていれば技術は確実に向上します。ですから
我々は「職人を作るな、技術者を作れ」と言っています。職
人は自分に頼り、勘に頼りますが、技術者は勘に頼らず技
術に頼ります。職人的な勘は大事ですけども、それは技術
を覚えれば生まれてきます。逆に勘からは技術が生まれて
きません。その結果として職人は保有する技術で天狗に
なってしまい、変化に対応できないばかりか他人にも教え
ず技術の承継ができません。やはり技術が承継されないこ
とには会社は伸びません。職人の会社で伸びたという話は
聞いたことがないですね。何年もかけて職人を育てながら
製品を作っていたのでは、会社はやっていけません。それ
よりも一流といわれている測定器を入れるほうが確実に事
業として成り立ちます。

「路傍の石」の思考法
　以前、東京大学の先生とのお話の中で私の考えが「路傍の
石」という表現で発表されたことがありました。要は路に石
が落ちていたとすると、「石が落ちていることを感じない
人」、「石のことは感じていても無関心な人」、「なぜ石が落ち
ているかと考え、利用しようとする人」その３種類の人がい
ると思います。何で石が落ちているのかと感じ、興味を持
つことが開発の原点です。大学などで講義することもあり
ますが「君らは気付く人間になれ、気付かない人間になる
な」と言い聞かせています。
　創業当時、高精度の研磨というものはそんなに需要はあ
りませんでした。マスフローコントローラという半導体製
造に使うガス流量計測装置がありますが、その内部装置は
ガスの流れを良くするために高精度に研磨しています。以
前、その加工賃は非常に高価でした。それを我々は10分の

１の価格で請け負いました。１万円のものを８千円にした
だけでは、他社は努力して同じように価格を下げます。そ
の価格を争っているうちに他社も実力をつけてきます。一
気に価格を下げてしまえば他社はあきらめます。だから
我々はオンリーワンになれたような気がしています。

不況期でも研究開発に取り組む
　この不景気にもかかわらず、忙しくさせてもらっていま
すが利益は厳しい状況が続いています。でも、我々は一つ
道が開けているのは、産学公による研究開発を推進してい
ることです。現在、補助金を受けているプロジェクトだけで
も四つあります。補助金を受けての研究は、新しい技術開
発に非常に有効です。我々は研究成果にも実績を残してい
ますので、最近では補助金を認められることが多くなりま
した。
　お客さんがあっての我々の仕事なので、お客さんの課題
を我々が解決してあげるという気持ちがあれば技術も伸び
るし、お客さんからも情報がもらえます。それに我々がど
れだけサポートできるかが使命だと考えます。サポートす
ることによってお客さんは安心してくれるし、クリスタルな
ら任しても良いと思ってもらうということが大事なことだ
と思っています
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